
第３ 部　ビジネス

資 料3-3-8　 金融機 関 オンライン サービ スの 魅力

待たされることなく
短時問で取引できる

店舗まで足を
運ばなくてよい

手数料などが割安

情報提供サービスが
受けられる

手数料・口座管理など
が割安

資産管理サービスが
受けられる

決済情報が確認できる

インターネットショッピ
ングの決済が受けられる

いつでもアクセスできる
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町匯元1 ㈱電通｢ インターネットユ ーザーにおける金融 オンラインサ　ビスの 利用

動向｣ の資料を元に作成

資料3-3-10　インターネット証券取引で利用しているサービス

内容（Ｎ＝37）

株式売買

ＭＭＦ・中国ファンドの

預け入れ/解約

情報サービス

投資信託の購入/売却

資料請求

外資ＭＭＦの購入/売却

転換社債の売買
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の利用動向｣ の資料を元に 作成

解 説
今 後 の サ ー ビ ス に つ い て

サ ービ ス 面に つ いて も簡単 に 触 れてお きた

い。バンキング の場 合は 本 来的に サービ ス内容

の 差 が 出にくい という性 質 があ る。残 高 照 会、

取 引 履 歴照 会､ 振 込､ 振 替の 幕 本 機能 に 関し

ては､ 際 立った 差 別 化が できないからだ。都 度

振 込 が 容 易に できるかどうかぐらいで ある。そ

のほ か の差 別 化点 は、インターネットバンキング

サ ービ ス全体に か かる利川 手 数料､ 営業|時問 、

振 込ｆ 数料といったところになってくるO 現 在 の

ところ､ この 部分 で ラデ ィカルな方 針 を打 ち 出

す 銀 行 は見られ ない。

‥一方､99 年10 月の 手 数 料 自由 化 を 控 えて 、

1０２ ◆ インターネット白書 ’９９

資料3-3-9　 インターネットバン キン グを利 用しない 理由

(N=5,624)

個人情報の安全性 が心配

利用方法がよく わからない

サービス内容がよく わからない

利用料金がかかる

ＡＴＭなど店舗を利用した方が確実

利用開始の手続き が面 倒

口 座のある銀行にサービ スがない

特に理 由はない

もともと銀行は利用しない

５Ｃ３

４０

５

１鯔゙薗顯皿｡卜　 、 ，Ｅ､Ｊ七心 畄謐詛辿顫、． 、

34

.4

器喬 諞鐚纖籀畆錙翫遍謳，五卜　。

13

]２Ｅ

２５

４

．７

１

む ぶ, ″`

･;碵譌`余丿祕 以迴し　　 ゛゛゙ 、 冫匹

２Ｃ2匹｀　 ｀ ゛

｜
ﾌﾟ9

0　5 10  15 20  25 30  35 40  45 50  55(%)

ｒ 酊1(㈱朝日広告社｢インターネット･ユーザーを対象とした

インターネット･バンキングに関する意識調査｣の資料を元に作成

資 料3-3-11　 インターネット証 券1 回 あ たり の平均 取 引 額

50 万円以上100 万円未満

50 万円未満

その他

不明
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lir酊71 大和証券｢ オンライン証券取 引サービ スの動向｣(99 年4 月調査より)の

資料を元に作成

会 社ご との 差 が 顕 著に なりそうなのが インター

ネット証 券 取引 である。松 井 証券､ 今 川三 洋屋

証 券などは 米国 ディスカウントブローカーを思 わ

せ る低水 準 の手 数 料を打 ち出 すという(掲 載 さ

れて いる 衣は 現 時点 のものなの で 差 がない)O

その ほ かでも､ 証 券 系は 取 扱 商品 の 面 で 差 別

化 が 叮能 だ。松井 証 券 など は 最初 期 からオプ

ション取 引 や信 用 取引 に対 応しており､ 上 級ユ

ーザ ー 寄りの路 線 を明確 にしてい る。量的 な拡

大 は 難しい かも知 れない が､ 特 定 ターゲットを

確 実 に取り込 んでいくのは 間 違い ない だろうO

日 本の インターネット証 券取 引全 般ということ

で 今 後を占 うとす れば､ す でに取 引を 行ってい

るユ ーザ ーの 大 多 数 が投 資 信 託 でもＭＭＦで

もなく、株式 をやっているという電 通の 調 査結 果

と( 資 料■3-3-10)、証 券 会 社側 で 把 握している

1回 当 たりの 取 引 額 は｢50 万 円 以 上100 万 円 未

満｣ がもっとも多 いという大 和 総 研 の 調 査 結 果

が 参考 になる( 資料3-3-11)。 選ば れている商 品

と 金 額 水 準 を 勘 案 す る と、お お よ そ は 、

｢ＭＭＦ･ 中 国ファンドの 形 で 数十万 円 前 後の 資

金を 保管しつ つ、好 機 を捉 えてミニ 株を取 引 す

る｣ とい う像 になりはしまい か ？インター ネットチ

ャネルの 取 扱規 模 を拡 大す るには 、こ れらの 取

り扱 い が 不 可 欠 かも知 れ ない。

(今 泉大輔　メディアプラネッツ有限会社)
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